








序論 

先天性副腎皮質過形成症(Congenital Adrenal Hyperplasia,CAH)はコルチコイドの生合成

過程でステロイドの21水酸化酵素が欠損していることから血中に17α-ヒドロキシプロゲ

ステロン(17-OHP)が蓄積する。若し早期に発見できれば,治療が可能であり,新生児に対す

るマススクリーニングが要望されている。 

著者らはペルオキシダーゼ(HRP)を標識酵素とする 17-OHP の螢光酵素イムノアツセイ

(EIA)を開発し,札幌衛研の福土らによりスクリーニングヘの適用が試みられた。 

又,グルコースオキシダーゼ(GOD)やグルコースデヒドロゲナーゼ(GDH)を標識酵素とした

高感度な化学又は生物発光 EIA を報告してきた。マススクリーニングにおいては多数検体

を処理するためより簡便な方法が望ましい。著者らは HRP を標識酵素とした 17-OHP の

ELISA 法を開発し,前年度の本研究班会議その他で報告した。今回は更に若干の検討を加え,

プレリミナリーなスクリーニングの結果と,各種の抗 17-OHP 抗体での交差反応性及び抗

17-OHP モノクローナル抗体の調製も検討したので併せて報告する。 


